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ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
は
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国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関（
以

下「
ユ
ネ
ス
コ
」と
い
う
。）に
よ
る
人
類
の

無
形
文
化
遺
産
の
代
表
的
な
一
覧
表

（
以
下「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
一
覧

表
」と
い
う
。）へ
の
記
載
の
取
り
組
み
は
、

平
成　

年
3
月
に
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス

15

コ
の
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、後
に

発
効
さ
れ
た
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に

関
す
る
条
約
に
基
づ
き
、平
成　

年
4

18

月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
約
の
締
約
国
数
は
1
6
8
ケ

国（
平
成　

年
6
月
現
在
）に
及
ん
で
い
ま

28

す
。こ
の
国
際
的
な
取
り
組
み
は
、世
界

に
あ
る
伝
統
的
舞
踊
、音
楽
、演
劇
、工

芸
技
術
、祭
礼
等
の
無
形
文
化
遺
産
を

消
滅
の
危
機
か
ら
保
護
し
、次
世
代
へ

伝
え
て
い
く
た
め
の
国
際
的
な
協
力
や

援
助
の
体
制
を
確
立
す
る
目
的
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
が
い
わ
ゆ
る「
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
」の
取
り
組
み
に
な
り

ま
す
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、昭
和　

年
に

25

文
化
財
保
護
法
が
施
行
さ
れ
、現
在
ま

で
に
無
形
の
文
化
財
を
含
め
た
文
化
財

保
護
の
枠
組
み
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、

他
国
に
先
駆
け
た
無
形
文
化
遺
産
の
保

護
に
関
す
る
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
一

覧
表
の
総
登
録
数
は
世
界
で
3
3
6
件

（
平
成　

年
6
月
現
在
）に
な
り
ま
す
。そ
の

28

う
ち
、我
が
国
の
無
形
文
化
遺
産
は　
22
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件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

烏
山
の
山
あ
げ
行
事（
以
下「
山
あ
げ
行

事
」と
い
う
。）は
、日
本
政
府
の
決
定
に

よ
り
、平
成　

年
3
月
に
全
国　

の
国

27

33

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
祭

礼
行
事
と
一
括
さ
れ
て「
山
・
鉾
・
屋
台

行
事（
や
ま
・
ほ
こ
・
や
た
い
ぎ
ょ
う
じ
）」と

い
う
名
称
で
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
の
代
表
一
覧
表
へ
の
登
録
を
目
指
し
、

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
事

務
局
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年　

月　

日
捷
～　

月
2
日
晶
の

11

28

12

日
程
で
、エ
チ
オ
ピ
ア
の
首
都
ア
デ
ィ

ス
ア
ベ
バ
に
お
い
て
、「
山
・
鉾
・
屋
台
行

事
」の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
代

表
一
覧
表
へ
の
登
録
を
審
議
す
る
ユ
ネ

ス
コ
政
府
間
委
員
会（
無
形
文
化
遺
産
保

護
条
約
政
府
間
委
員
会
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

各
国
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
無
形
文
化

遺
産
に
つ
い
て
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
の
代
表
リ
ス
ト
に
記
載
す
る
か
否

か
、　

カ
国
の
ユ
ネ
ス
コ
政
府
間
委
員

24
会（
任
期
4
年
、2
年
毎
に
半
数
改
選
）に
お

い
て
、事
前
に
行
わ
れ
た
評
価
機
関
の

審
査
を
踏
ま
え
つ
つ
、最
終
決
定
さ
れ

ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
政
府
間
委
員
会
に
お
け
る

順
調
な
審
査
を
見
守
り
な
が
ら
、山
あ

げ
行
事
が
全
国　

の
仲
間
と
と
も
に
ユ

33

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
一
覧
表

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
、皆
さ
ん
と
と

も
に
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

上：山をあげる若衆。
下：迫真の演技を見せる踊り子。

我が国の無形文化遺産登録（代表リスト記載）現在22件

能楽　人形浄瑠璃文楽　歌舞伎2008

雅楽　小千谷縮・越後上布【新潟】　日立風流物
【茨城】　京都祇園祭の山鉾行事【京都】　甑島
のトシドン【鹿児島】　奥能登のあえのこと【石
川】　早池峰神楽【岩手】　秋保の田植踊【宮城】
チャッキラコ【神奈川】　大日堂舞楽【秋田】　
題目立【奈良】　アイヌ古式舞踊【北海道】

2009

組踊　結城紬【茨城・栃木】2010

壬生の花田植【広島】　佐陀神能【島根】2011

那智の田楽【和歌山】2012

和食：日本人の伝統的な食文化2013

和紙：日本の手漉和紙技術【石州半紙、本美濃紙、
細川紙】

2014

山・鉾・屋台行事提案中

来訪神：仮面・仮装の神々提案中

烏山の山あげ行烏山の山あげ行事事
全国33の団体ととも全国33の団体とともにに
今秋ユネスコ無形文化遺産今秋ユネスコ無形文化遺産へへ

～世界の宝になることを願って～世界の宝になることを願って～～
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Q
1
山
あ
げ
祭
と
山
あ
げ
行
事
の
違
い
は
。

A
1
山
あ
げ
祭
は
、奉
納
余
興
で
あ
る
山
あ
げ
行

事
、ブ
ン
ヌ
キ
や
屋
台
の 
曳  
行 
の
屋
台
行
事
、

え
い 
こ
う

八
雲
神
社
の
み
こ
し
な
ど
を
含
め
た
総
称
と

言
え
ま
す
。山
あ
げ
行
事
は
、奉
納
余
興
の
部

分
に
該
当
し
、竹
や
烏
山
和
紙
な
ど
の
特
産

材
料
、屋
台
な
ど
を
巧
み
に
用
い
て
、山
を
は

じ
め
道
具
類
を
舞
台
背
景
と
し
て
多
彩
な
所

作
狂
言
を
上
演
す
る
当
地
独
自
の
行
事
で
あ

り
、そ
れ
ら
が
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
2
山
あ
げ
行
事
の
起
源
は
い
つ
か
。

A
2
1
5
6
0
年（
室
町
時
代
）の
烏
山
城
下
で
は

疫
病
が
流
行
し
、時
の
城
主
の 
那  
須  
資  
胤 
と

な 

す 
す
け 
た
ね

い
う
殿
様
が
こ
の
災
厄
を
避
け
る
た
め
、 牛 ご

 
頭  
天  
王 
を
城
下
に 
勧 

ず 
て
ん 
の
う 

か
ん 
請 
し
、そ
の
社
の
祭
礼

じ
ょ
う

で
奉
納
余
興
が
行
わ
れ
た
の
が
祭
の
起
源
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

祭
り
は
当
初
、相
撲
や
神
楽
獅
子
舞
等
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、江
戸
後
期
に
な
る

と
歌
舞
伎
が
隆
盛
に
な
り
、常
磐
津
や
歌
舞

伎
舞
踊
を
取
り
入
れ
、舞
台
装
置
や
背
景
も

今
日
の
よ
う
な
大
規
模
な
も
の
に
変
化
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

山
あ
げ
行
事
は
、昭
和　

年　

月　

日
に

34

11

27

県
指
定
民
俗
資
料
、昭
和　

年
3
月　

日
に

38

29

国
選
択
無
形
民
俗
資
料
、昭
和　

年
2
月
3

54

日
に
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

Q
3
各
地
の
地
歌
舞
伎
や
野
外
舞
台
と
比
べ
、山

あ
げ
行
事
の供
こ
こ
が
す
ご
い
僑と
い
う
点
は

何
か
。

A
3
山
あ
げ
行
事
で
使
用
す
る
屋
台
は
、 曳  
行 
と

え
い 
こ
う

い
う
機
能
の
ほ
か
に
、極
彩
色
の
彫
刻
を
施

し
た 
御  
拝 
部
分
が
、お
囃
子
を
し
な
が
ら
、横

ご 
は
い

に
移
動
し
、そ
の
台
車
が
メ
ー
ン
舞
台
に
早

変
わ
り
し
ま
す
。ま
た
、道
路
上
、
1
0
0
m

の
奥
行
き
に
高
さ　

m
を
優
に
超
え
る
大
山

10

な
ど
大
掛
か
り
な
舞
台
装
置
を
遠
近
よ
く
配

置
し
、移
動
式
の
野
外
劇
場
の
準
備
が
整
い

ま
す
。そ
れ
ら
を
背
景
に
歌
舞
伎
舞
踊
が
行

わ
れ
ま
す
。 絢  
爛  
豪  
華 
で
独
自
の
進
化
を
遂

け
ん 
ら
ん 
ご
う 
か

げ
た
屋
台
、芸
題
の
進
行
に
合
わ
せ
て
千
変

万
化
す
る
仕
掛
け
の
数
々
、ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
が
自
慢
で
す
。

Q
4
山
あ
げ
観
覧
の
際
、特
に供
こ
こ
に
注
目
僑と

い
う
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

A
4
①
開
演
の
約　

分
前
に
、若
衆
の
一
糸
乱
れ

30

ぬ
団
体
行
動
に
よ
る
屋
台
の
早
変
わ
り
か
ら

始
ま
り
、道
路
上
奥
行
き
1
0
0
m
に
、全
て

手
作
業
で
組
立
て
て
据
え
ら
れ
る
舞
台
装
置
、

　

m
を
優
に
超
え
る
大
山
を
人
力
で
あ
げ
る

10作
業
な
ど
の
準
備
風
景
は
必
見
で
す
。山
を

あ
げ
る
作
業
は
、山
あ
げ
行
事
の
名
前
の
由

来
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、時
間
が
あ
り

ま
し
た
ら
終
演
後
の
撤
収
作
業
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　

②
歌
舞
伎
舞
踊
の
進
行
に
合
わ
せ
て
繰
り
広

山
あ
げ
行
事
Q
＆
A

～
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
自
慢
の
祭「
山
あ
げ
行
事
」～

げ
ら
れ
る
、踊
り
手
の
衣
裳
、舞
台
背
景
、舞

台
装
置
な
ど
千
変
万
化
す
る
仕
掛
け
の
数
々
、

山
も
舞
台
の
一
つ
と
な
り
、季
節
が
変
わ
れ

ば
山
の
景
色
も
変
わ
り
ま
す
。山
よ
り
滝
が

流
れ
落
ち
ま
す
。現
在
は
花
火
に
よ
る
演
出

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、昔
は
米
を
流
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

③
全
て
地
元
の
人
々
が
1
年
掛
け
て
練
習
し

た
常
磐
津
の
三
味
線
に
合
わ
せ
て
舞
う
プ
ロ

も
絶
賛
す
る
本
格
的
な
歌
舞
伎
舞
踊
、名
取

り
の
踊
り
子
も
い
ま
す
。ま
た
、将
来
の
山
あ

げ
を
担
う
子
ど
も
た
ち
も
大
人
顔
負
け
の
歌

舞
伎
舞
踊
を
行
い
演
じ
ま
す
。

Q
5
若
衆
た
ち
が
、山
あ
げ
行
事
で
一
番
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
何
か
。（
若
衆
よ
り
聞
き
取
り
）

A
5
若
衆
の
一
致
団
結
が
祭
り
の
出
来
を
左
右
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。司
令
塔
で
あ
る 
木 き

 
頭 
、各
部
署（
舞
台
、御
拝
、松
浪
、館
、前
山
、中
山
、

が
し
ら

大
山
）の
主
任
、そ
し
て
1
0
0
人
を
超
え
る
若

衆
の
信
頼
関
係
の
も
と
に
一
致
団
結
し
て
機

敏
な
動
き
が
機
能
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
、し
き
た
り
、

礼
節
を
重
ん
じ
る
こ
と
が
若
衆
相
互
の
信
頼

関
係
を
よ
り
深
く
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Q
6
笠
揃
か
ら
笠
抜
ま
で
奉
納
余
興
は
長
丁
場
に

な
り
ま
す
が
、若
衆
さ
ん
た
ち
は
ど
の
よ
う

な
点
に
苦
労
し
て
い
る
か
。（
若
衆
よ
り
聞
き
取

り
）

A
6
山
あ
げ
行
事
は
移
動
式
の
歌
舞
伎
舞
踊
で
あ

る
た
め
、気
象
条
件
等
に
よ
り
上
演
時
間
が

遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、観
客
の
た

め
に
、決
め
ら
れ
た
上
演
時
間
を
守
る
と
い

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
、千
変
万
化

す
る
仕
掛
け
の
数
々
が
歌
舞
伎
舞
踊
の
見
せ

場
に
な
り
ま
す
の
で
、常
磐
津
、踊
り
子
、そ

し
て
若
衆
の
息
の
合
っ
た
連
携
が
重
要
に
な

り
ま
す
。

そろばんを使って屋台をスライドさせる若衆そろばんを使って屋台をスライドさせる若衆。。
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上：英語表記の文化財の説明看板。
下：今年　月からユーチューブで4
公開されている山あげ祭PR動画。

　

市
で
は
、烏
山
山
あ
げ
保
存
会（
以
下「
保
存

会
」と
い
う
。）が
保
存
及
び
継
承
す
る
山
あ
げ

行
事
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
一

覧
表
へ
の
登
録
を
控
え
、全
庁
的
な
取
り
組

み
に
向
け
た
対
応
方
針
を
策
定
し
、国
内
外

か
ら
多
く
の
人
々
が
本
市
を
訪
れ
る
こ
と
を

想
定
し
た
受
入
れ
体
制
の
構
築
を
計
画
的
に

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

統
一
し
た
色
、デ
ザ
イ
ン
等
を
規
定
し
た

サ
イ
ン
計
画
を
策
定
し
、外
国
人
観
光
客
等

に
も
対
応
し
た
英
語
表
記
に
よ
る
文
化
財
の

説
明
看
板
等
を
随
時
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、世
界
的
な
視
野
で
旅
行
者
、観
光
客

等
に
訴
求
す
る
施
策
の
1
つ
と
し
て
、市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
、山
あ
げ
祭

を
多
言
語
で
視
聴
で
き
る
映
像
制
作
等
に
も

取
組
み
ま
し
た
。山
あ
げ
祭
の
動
画
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
で
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、鹿
沼
市
と
那
須
烏
山
市
の
関

係
者
で
構
成
す
る
地
域
文
化
活
用
促
進
協
議

会
を
組
織
し
、国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
を
活
用
し
た「
下
野
の
国
二
大
祭
り
×
2

=

ま
ち
の
賑
わ
い
∞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。計
画
事
業
と
し
て
は
、出
前

ま
つ
り
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、都
内
バ
ス
ラ
ッ

ピ
ン
グ
等
の
広
報
活
動
、共
通
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
、ト
ラ
ベ
ル
サ
イ
ト
へ
の
情
報
掲

載
、観
光
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
商
品
の
開
発
、基
調
講

演
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
無
形
の
文
化
遺
産

が
、地
域
の
元
気
と
活
力
を
取
り
戻
し
、地
方

を
創
生
す
る
資
源
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

登
録
に
向
け
て
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
を
構
築

英
語
の
文
化
財
説
明
看
板
・
多
言
語
化
し
た
映
像
制
作
も

山あげ行事を次の世代に…
　今日の山あげ行事は、祭礼行事にとどまらず、八雲神社の宮座
組織をはじめ関係者の日々の生活に密接に関わり、地域コミュ
ニティの形成や世代間交流の場としての役割を担うとともに、
市民全体が誇りに思える貴重な財産となっています。
　保存会では、国、県及び市との連携を図りながら、先人から受
け継いだ貴重な財産である山あげ行事の保存や継承を図るため、
補助金を活用した計画的な道具類等の修理を行うとともに、当
番町への人的・財政的な支援、出演する子どもたちなどへの常磐
津や舞踊の指導、お囃子団体への助成を行いながら、山あげ行事
の安定した開催や後継者の育成に努めています。
　しかしながら、社会経済情勢の変化、少子高齢化の進展、生活
様式の多様化、人口減少問題等々により、若衆組織の維持や人材
の確保など安定した山あげ行事の開催が困難になりつつあります。
　今回の山あげ行事のユネスコ無形文化遺産への登録申請とい
うタイミングを捉えて、私たちは、山あげに関係された先人の
方々への敬意と感謝、そして歴史と伝統を誇る市民自慢のお祭
りを次の世代にしっかりとつないでいく責務などについて、真
剣に考えなければならない時期に来ています。
　市民の皆さんとユネスコ無形文化遺産への登録を祈りながら、
先人の功績や安定した山あげ行事の開催を考える機会にしたい
と思います。



②̝ 

ᶈ̝ 

　

祭
前
夜
の　

日
昭

に
は
、金
井
町
で

21

宵
祭
と
い
わ
れ
る「 
笠 かさ 
揃 
」の
行
事
が
行

ぞ
ろ
え

わ
れ
ま
し
た
。ま
ず
、会
所
開
き
を
前
に
、

 
金  
棒  
曵 
き
と
呼
ば
れ
る
5
人
の
子
ど
も

か
な 
ぼ
う 
ひ

た
ち
を
先
頭
に
、屋
台
が
保
管
さ
れ
て

い
る
山
あ
げ
会
館
か
ら
世
話
人
や
若
衆

た
ち
が
屋
台
を
引
い
て
金
井
町
内
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

　

午
後
5
時　

分
に
金
井
町
会
所
で
会

30

所
開
き
が
行
わ
れ
、金
井
町
連
合
自
治

会
長
の
國
井
昌
美
さ
ん
、菊
地
義
之
筆

頭
世
話
人
、関
係
者
な
ど
が
あ
い
さ
つ

し
た
後
、木
頭
や
副
木
頭
、大
山
主
任
な

ど
各
担
当
の
若
衆
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、 木 き 
頭 
の
指
揮
で
若
衆
た
ち

が
し
ら

は
素
早
い
動
き
で
山
を
次
々
と
あ
げ
、

午
後
7
時
の
公
演
に
は
、ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
山
の
前
で
山
あ
げ
保
存
会
芸

能
部
会
に
よ
り「 
三  
番  
叟 
」と
今
年
の
主

さ
ん 
ば 
そ
う

芸
題「
将
門
」が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
番
初
日
と
な
っ
た　

日
晶
、午
前

22

6
時
か
ら
、八
雲
神
社
か
ら
み
こ
し
を

担
ぎ
出
し
、当
番
町
で
あ
る
金
井
町
を

一
周
し
、仲
町
十
文
字
の 
御  
仮  
殿 
に
み

お 
か
り 
や

こ
し
を
奉
還
す
る「 
出 

し
ゅ
つ 
御 
」が
行
わ
れ
、

ぎ
ょ

金
井
町
若
衆
に
よ
っ
て
威
勢
よ
く
み
こ

し
が
担
が
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、祭
の
中
で
も
最
も
重
要
な

儀
式
で
も
あ
る
御
仮
殿
前
で
山
を
奉
納

す
る「 
天  
王  
建 
」が
行
わ
れ
、大
勢
の
人

て
ん 
の
う 
だ
て

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
れ
が

終
わ
る
と
、他
町
で
余
興
を
奉
納
す
る

祭
前
夜
の「
笠
揃
」

三
番
叟
と
将
門
を
披
露

　

万
人
が
絢
爛
豪
華
な
移
動
式
野
外
劇
を
堪
能

10〜
4
5
0
余
年
の
伝
統
受
け
継
が
れ
る
〜

待
ち
に
待
っ
た
祭
初
日

出
御
の
み
こ
し
担
ぎ
出
す

①̝ ③̝ 

ᶇ̝ ᶆ̝ 

ᶋ̝ 

Y
am
aage  festival

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」と
八
雲

神
社
の
み
こ
し
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
本
市
最
大
の
祭
り「
山
あ
げ

祭
」が
、今
年
の
当
番
町「
金
井
町
」に
よ
っ
て
7
月　

日
晶
か
ら　

22

24

日
掌
に
か
け
て
烏
山
地
区
の
市
街
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
は
、昨
年
よ
り
1
万
8
千
人
多
い　

万
人
が
来
場
。大

10

勢
の
観
光
客
が
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
日
本
一
の
移
動
式
野
外
劇
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、今
年
の
山
あ
げ
祭
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

広報なすからすやま ２０１6.8 6
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「
訪
問
」が
各
町
会
所
前
な
ど
で
行
わ
れ

ま
す
。他
町
を
訪
問
す
る
際
に
は
、金
棒

曵
き
を
露
払
い
に
世
話
人
衆
が
先
導
し
、

町
境
に
さ
し
か
か
る
と
、訪
問
先
の
町

の
世
話
人
衆
と
若
衆
が
整
列
し
て
お
出

迎
え
。訪
問
す
る
側
は
、相
手
の
町
内
を

借
り
る
旨
を
口
上
、受
け
る
側
は
案
内

す
る
旨
を
口
上
し
、訪
問
先
町
内
で
の

移
動
は
、そ
の
町
の
世
話
人
衆
が
案
内

し
ま
す
。こ
の
訪
問
は
、2
日
間
に
わ
け

て
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、今
年
は
昨
年

活
動
を
再
開
し
た
仲
町
へ
5
年
ぶ
り
に

訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
登
場
し
、大
勢
の
観
光
客
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

　

2
日
目
と
な
る　

日
松

に
は
、午
前

23

6
時
か
ら
泉
町
若
衆
に
よ
る「 
渡  
御 
」が

と 
ぎ
ょ

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
渡
御
と
は
、再
来

年
の
当
番
町
が
御
仮
殿
か
ら
み
こ
し
を

担
ぎ
出
し
、6
町
に
屋
敷
町
を
含
め
た

7
町
を
巡
回
す
る
も
の
で
す
。先
頭
は

触
れ
太
鼓
、続
い
て
赤
面
の 
天  
狗 
と
青

て
ん 
ぐ

面
の
か
ら
す
天
狗
、み
こ
し
と
続
い
て

町
を
練
り
歩
き
、正
午
ま
で
に
再
び
み

こ
し
が
御
仮
殿
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

奉
納
余
興
は
、前
日
に
引
き
続
き
他

町
へ
の
訪
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、特
別

公
演
、金
井
町
で
の
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。祭
期
間
で
あ
る
3
日
間
の
う
ち
、

披
露
さ
れ
る「
将
門
」、「
蛇
姫
様
」と

い
っ
た
演
目
の
ほ
か
、こ
の
日
の
み「
戻

橋
」が
組
み
込
ま
れ
、迫
力
満
点
の
鬼
女

　

祭
最
終
日
の　

日
掌
、こ
の
日
の
公

24

演
は
5
つ
。全
て
の
公
演
で
、桟
敷
席
の

販
売
に
長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛

況
振
り
で
し
た
。特
に
、山
あ
げ
会
館
前

で
行
わ
れ
た
特
別
公
演
は
、見
渡
す
限

り
人
・
人
・
人
。常
磐
津
に
合
わ
せ
た
踊

り
子
の
素
晴
ら
し
い
演
技
、舞
台
裏
で

若
衆
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
る
山
の
切
り

替
え
や
舞
台
装
置
の
見
事
な
仕
組
み
に

観
客
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

午
後
5
時
か
ら
は
、御
仮
殿
の
み
こ

し
を
八
雲
神
社
に
戻
す「 
還  
御 
」の
始
ま

か
ん 
ぎ
ょ

り
で
す
。み
こ
し
は
、来
年
の
当
番
町

「
仲
町
」の
若
衆
に
担
が
れ
、夜
中
ま
で

町
を
練
り
歩
き
ま
す
。同
時
に
、旧
烏
山

町
内
の
子
ど
も
み
こ
し
が
一
斉
に
繰
り

出
し
、沿
道
か
ら
の
声
援
に
笑
顔
を
見

せ
な
が
ら
元
気
良
く
み
こ
し
を
担
ぎ
ま

し
た
。

　

八
雲
神
社
前
で
は
、時
を
同
じ
く
し

て
各
町
の
お
囃
子
が
競
い
合
う「
ブ
ン

ヌ
キ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。ブ
ン
ヌ
キ
に

は
、還
御
を
行
う
仲
町
以
外
の
5
町
が

参
加
。鳴
り
響
く
お
囃
子
の
音
と
若
衆

の
歓
声
に
大
勢
の
人
が
釘
付
け
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、午
後　

時
、今
年
の
山
あ
げ

11

最
後
の
行
事
と
な
る「 
笠  
抜 
」の
始
ま
り

か
さ 
ぬ
き

大
勢
の
観
光
客
で

に
ぎ
わ
う
2
日
目

盛
大
に
開
か
れ
た
3
日
間

祭
に
幕
を
下
ろ
す

ᶉ̝ ᶌ̝ 

ᶏ̝ 

①笠揃で披露された「三番
叟」②18の公演すべて日本
語、英語、中国語で山あげ祭
の紹介がされました③当番
町「金井町」若衆による出御。

④
開
演
の
太
鼓
を
鳴
ら
す
⑤
急
な
雨
に
屋
台
に
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
る

若
衆
⑥
5
町
に
よ
る
ブ
ン
ヌ
キ
⑦
舞
台
裏
で
は
衣
装
チ
ェ
ッ
ク
⑧
⑨

再
来
年
の
当
番
町「
泉
町
」に
よ
る
渡
御
⑩
5
年
ぶ
り
に
仲
町
に
訪
問

⑪
真
剣
な
眼
差
し
で
…
⑫
迫
力
満
点
な
鬼
女
が
現
れ
る「
戻
橋
」⑬
山

あ
げ
会
館
前
の
特
別
公
演
で
は
大
勢
の
見
物
人
⑭
役
に
入
り
込
む
踊

り
子
⑮
ち
ょ
っ
と
一
休
み
⑯
若
い
若
い
若
衆
も
お
手
伝
い
。

ᶍ̝ ᶊ̝ 

ᶑ̝ ᶐ̝ 

ᶒ̝ ᶎ̝ 
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で
す
。演
目
は「 
関 
の 
扉 
」。夜
遅
く
に
も

せ
き 

と

関
わ
ら
ず
、大
勢
の
観
客
や
カ
メ
ラ
マ

ン
が
訪
れ
ま
し
た
。ま
た
、最
後
に
山
あ

げ
保
存
会
芸
能
部
会
で
踊
り
を
指
導
す

る
西
川
扇
士
浪
さ
ん
に
よ
る「 
老  
松 
」も

お
い 
ま
つ

披
露
さ
れ
、全
公
演
を
無
事
に
終
え
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、舞
台
上
に
、金
井
町
の
世
話

人
や
若
衆
が
集
ま
り
、あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。筆
頭
世
話
人
の
菊
地
義
之
さ
ん

は
、「
少
な
い
人
数
な
が
ら
も
若
衆
同
士

が
団
結
し
、頑
張
る
姿
が
見
え
た
。こ
れ

か
ら
時
代
が
変
わ
っ
て
も
仲
間
と
し
て

ま
た
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
」と
あ

い
さ
つ
。木
頭
の
関
澤
智
さ
ん
は
、「
山

あ
げ
の
準
備
を
始
め
て
か
ら
約
半
年
間
、

絆
を
一
番
に
大
切
に
し
て
き
た
。ま
た
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
祭
が
で
き
る
よ
う
に

絆
を
深
め
輪
に
な
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
。

そ
し
て
、支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
」と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま

し
た
。

　

一
方
で
、夕
方
か
ら
担
が
れ
る「
還

御
」の
み
こ
し
は
、午
前
0
時　

分
頃
に

30

八
雲
神
社
に
お
宮
入
り
し
、3
日
間
の

山
あ
げ
祭
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

⑰̝ 

鰻̝ 

⑱̝ 

姥̝ 

厩̝ 

⑰子どもみこしが元気に繰り出す⑱「蛇姫様」
のクライマックス⑲3日間屋台を引き連れた金
棒曵きの5人⑳4町によるブンヌキ蔚終日にぎ
わう露店街鰻白蛇を操る若衆姥西川扇士浪さ
んによる「老松」厩祭関係者が全員集合浦全公
演を終え手締めをする若衆瓜千秋楽で披露さ
れた「関の扉」閏来年の当番「仲町」による還御。

⑲̝ 

蔚̝ 

⑳̝ 

山
あ
げ
祭
の
主
役
た
ち 
～
烏
山
山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会
・
囃
子
方
・
若
衆
の
姿
～

浦̝ 

閏̝ 

瓜̝ 
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山
あ
げ
祭
を
盛
り
上
げ
る
中
心
を
担
う
の
は
、烏
山
山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部

会
や
囃
子
方
、そ
し
て
、若
衆
で
す
。こ
こ
で
は
そ
の
主
役
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

○
烏
山
山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会

　

山
あ
げ
祭
の
舞
台
に
上
が
る
人
た
ち
は
皆「
烏

山
山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会
」に
所
属
し
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
も
、踊
り
子
の
皆
さ
ん
は
、西
川
流

西
川
扇
士
浪
先
生
の
指
導
の
も
と
、年
間
を
通
し

て
山
あ
げ
会
館
2
階
の
稽
古
場
で
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

祭
期
間
中
は
猛
暑
。板
張
り
の
舞
台
は
、火
傷
を

負
う
ほ
ど
の
熱
さ
で
す
が
、そ
れ
に
動
じ
る
こ
と

な
く
美
し
く
舞
い
続
け
る
精
神
力
は
、ま
さ
に

日
々
の
練
習
の
賜
物
で
す
。

　

ま
た
、踊
り
に
欠
か
せ
な
い
三
味
線
や
唄
を
太

夫
座
敷
で
披
露
す
る
の
は
常
磐
津
の
皆
さ
ん
。常

磐
津
と
は
、浄
瑠
璃
か
ら
始
ま
っ
た
歌
舞
伎
や
舞

踊
の
芸
能
で
、京
都
か
ら
江
戸
へ
と
伝
わ
り
流
行

を
期
し
ま
し
た
。山
あ
げ
に
も
そ
の
流
行
を
取
り

入
れ
、今
や
常
磐
津
と
踊
り
子
は
山
あ
げ
に
と
っ
て

切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
囃
子
方

　

山
あ
げ
で
の
お
囃
子
は
、大
太
鼓
1
人
、小
太
鼓

2
人
、笛
1
人
、鉦
1
人
、鼓
2
人
が
1
組
と
な
っ

て
お
り
、大
屋
台
御
拝
内
側
に
太
鼓
3
人
が
並
び
、

そ
の
後
ろ
に
笛
と
鉦
が
座
り
ま
す
。お
囃
子
が
始

ま
る
と
、1
人
で
2
～
3
時
間
は
演
奏
し
続
け
ま

す
。

　

烏
山
中
学
校
で
は
、郷
土
芸
能
部
と
い
う
部
活

動
が
あ
り
、若
者
た
ち
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

○
若
衆

　

若
衆
と
は
、八
雲
神
社
の
宮
座
組
織
の
中
の
一

部
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。縦
割
り
社
会
に
な
っ
て

お
り
、「
若
衆
は
世
話
人
と
直
接
話
は
出
来
な
い
。

役
付
の
者
を
通
し
許
可
を
も
ら
う
」、「
上
か
ら
の

言
葉（
命
令
）に
従
い
、仕
事
は
仲
間
と
協
力
し
て
一

緒
に
行
う
」な
ど
と
い
っ
た「
お
き
て
」が
今
も
忠

実
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
若
衆
に
入
れ
る
の
は
そ
の
家
の
長
男
の
み
、

家
柄
や
格
式
、人
柄
に
よ
っ
て
役
が
付
い
た
り
付

か
な
か
っ
た
り
と
差
別
が
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

今
で
は
、間
口
が
広
が
り
、6
町
以
外
の
人
も
若
衆

に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
町
も
あ
り
ま
す
。

　

山
あ
げ
祭
で
は
、当
番
町
に
な
っ
た
町
の
若
衆

た
ち
が
、一
糸
乱
れ
ぬ
団
体
行
動
を
見
せ
ま
す
。そ

の
数
約
1
0
0
人
。華
や
か
な
舞
台
の
裏
で
は
、若

衆
が
木
頭
の
拍
子
木
の
合
図
に
合
わ
せ
、山
を
あ

げ
た
り
舞
台
装
置
を
動
か
し
た
り
と
俊
敏
な
動
き

で
祭
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、公
演
場
所
へ
の
移
動
に
は
、人
力
で
動
か

す「 
地 じん 
車 
」を
使
い
ま
す
。こ
の
地
車
は
、公
演
時
に

ぐ
る
ま

は
変
形
し
て
舞
台
と
な
り
、撤
収
の
際
は
再
度
変

形
し
て
台
車
と
な
り
、解
体
し
た
波
や
館
、ガ
マ
な

ど
を
載
せ
ま
す
。し
か
し
こ
の
地
車
に
は
方
向
転

換
は
一
切
な
く
、副
木
頭
の
指
導
の
も
と
、操
作
す

る
の
は
若
衆
の
力
と
梶
棒
の
み
。そ
の
指
揮
を
執

る
の
は「
副
木
頭
」の
役
目
で
す
。移
動
の
様
子
は

迫
力
満
点
。多
く
の
観
光
客
の
目
を
釘
付
け
に
し

ま
し
た
。

①三味線や唄を太夫座敷で披露する常磐津の皆さん
②稽古場で練習を重ねる踊り子たち③屋台御拝内側
でお囃子を演奏する囃子方④公演場所に到着すると
太鼓以外は屋台から降りて演奏します⑤素早い動きで
山の一部を運ぶ若衆⑥ブレーキの無い地車での移動
⑦舞台裏では舞台装置を人力で動かす若衆。

⑦̝ 

④̝ 

⑤̝ 

⑥̝ 

①̝ 

②̝ 

③̝ 
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山あげ祭の動画が流れる店内山あげ祭の動画が流れる店内。。

烏山信用金庫13店舗で
山あげ祭の動画を放映しPR

　烏山信用金庫と締結し
た包括連携協定の事業の
一環として、6月1日（水）
か ら7月22日（金）に か
けて、同信用金庫の本支
店13店舗内に山あげ祭
の特設PRスペースを設
置し、祭の動画を放映す

るなどPR活動を行いました。利用者は、待ち時間などで映像を
楽しみました。また、同信用金庫では、本市のPRコーナーも設置
し魅力発信も行っています。

パンフレットを配布する部隊員パンフレットを配布する部隊員。。

営業戦略推進部隊
JR大宮・宇都宮駅で祭をPR
　山あげ祭開催に向け、
市の若手職員で実践活動
を行う営業戦略推進部隊
が、7月12日（火）にJR
大 宮 駅 で、15日（金）に
JR宇都宮駅で今年も祭
のPR活動を行いました。
　PR活動には、浴衣や法
被を着用した部隊員が、駅を利用する通勤・通学客に山あげ祭の
パンフレットなど約2000部を配布しました。

嵐山睦会の万灯みこし嵐山睦会の万灯みこし。。

嵐山睦会で恒例の万灯みこし担がれる
祭をさらに盛り上げる

　山あげ祭で恒例となった
嵐山睦会（大金康男会長）の
万灯みこしが、22日（金）の
夜、八雲通りのある嵐山睦
会の会所から繰り出し、ま
ちを練り歩きました。
　当日は、県内外から約
300人の担ぎ手が集結し、

1トンを超す重さのみこしを約2時間かけて担ぎました。迫力満点の
みこしに、沿道から見ていた観光客も目が釘付け。威勢の良い声で祭
をさらに盛り上げました。

うちわ作りを体験うちわ作りを体験。。

農コン「浴衣でないと」
カッシナーレが出会いの場を提供
　7月23日（土）、烏山公民
館で市内の若手農業者団体
「カッシナーレ（大野博康代
表）」主催による農コン「浴
衣でないと」が、市結婚相談
所などと共催で開かれまし
た。
　当日は、男女45人が参加
し、ハーブを練り込んだ和紙を使ったうちわ作りで交流を深めまし
た。また、浴衣の着付け体験なども行われ、着付け後は、山あげ祭に繰
り出し、楽しいひと時を過ごしました。

新宿⇔烏山　臨時列車「烏山山あげ祭号」が運行！
車内・烏山駅では地域住民によるおもてなしも。
　　月23日（土）、24日（日）に、臨時列車「烏山山あげ祭号」が7
新宿駅から　便運行され、268の指定席が早々に売り切れ2
るほどの人気ぶりでした。
　車両は、「リゾートやまどり485系」　両編成。新宿駅か6
ら乗車した乗客は、宝積寺駅で快速の「キハ40」　両編成に3
乗り換え、烏山駅へと向かいました。
　烏山山あげ祭号の車内では、烏山語りの会による昔懐か
しい民話が語られ、乗客はゆったりとした時間を過ごしま
した。烏山駅では、地域住民や市議会議員など約200人が
烏山和紙の原料「 楮 」の枝を使った手旗で到着した観光客を

こうぞ

歓迎。また、駅前を発着点としてJR東日本が主催する駅か
らハイキング「日本最大級の野外劇『山あげ祭』をとことん
味わう ハイキング」が行われたほか、「駅前おもてなし広
場」として、本市の土産品や中山かぼちゃアイスクリームな
どが販売されました。
　臨時列車に乗車してきた観光客は、山あげの公演場所に
向かい、絢爛豪華な舞台を楽しみました。

【写真】右上から左下へ：新宿駅から宝積寺駅まで運行し
た「リゾートやまどり485系」／車内で烏山語りの会による民
話語りを披露／乗客を歓迎する市議会議員の皆さん／地
域住民が烏山駅前で観光客を手旗で歓迎／にぎわう駅
前おもてなし広場／珍しい色違いの　両編成の「キハ40」。3
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　山あげ祭期間中、そして、祭開催に向け、清掃活動や関連イベントなど様々な催しが行われま
した。その中から、いつくかの様子を紹介します。

陶芸家8人の作品が並ぶ会場陶芸家8人の作品が並ぶ会場。。

烏山燦陶会が作品展
烏山高校生によるお茶席も大好評

　烏山燦陶会（瀧田項一
代 表）で は、　 月22日7
（金）から2４日（日）にかけ
て、那須烏山商工会を会
場に、「烏山燦陶会展」を
開き、多くの観光客が訪
れました。
　展示作品は、市内の陶
芸家　人が制作したもの。8
色や形、風合いなど一つ
ひとつ異なる作品に、訪
れた人の目を楽しませま
した。また、白和会と烏山
高校茶華道部によるお茶
席を設け、大勢の来客者
にお点前を披露しました。烏山高校茶華道部がお手前を披露烏山高校茶華道部がお手前を披露。。

清掃活動をするFCバジェルボの選手清掃活動をするFCバジェルボの選手。。

市街地の美化を！
様々な団体が清掃活動を決行
　　月24日（日）、ＦＣバ7
ジェルボ那須烏山（三森
文徳会長）では、祭会場の
清掃活動を行いました。
　当日は、チームに所属
する選手約40人とその
保護者などが集い午前　6
時から清掃を開始。およ
そ　時間かけて美化に努1
めました。
　また、祭を前に20日
（水）には、県烏山土木事
務所と市、県建設業協会
烏山支部が共催で、今年
で　回目となる「山あげ4
祭応援クリーン作戦」が行われ、120人が参加しました。
　山あげ会館前で出発式を行った後、祭で屋台が練り歩く道路
のゴミ拾いや歩道の除草などを約　時間かけて行いました。2

屋台が練り歩く道路を清掃屋台が練り歩く道路を清掃。。

ご当地グルメの販売ご当地グルメの販売。。

　祭期間中、山あげ会館前
では様々なイベントを催し、
観光客をもてなしました。
　22日（金）から24日（日）
にかけては、ふるさと物産
店として、山あげ祭応援せ
んべいや山あげTシャツの
ほか、ご当地グルメなどの
販売が行われ、大勢の人が
足を運びました。
　また、23日（土）と24日
（日）は、特設ステージで、歌
謡ショーやダンス、ジャズ
の演奏などが行われ、会場
を盛り上げました。 会場を盛り上げたよさこい会場を盛り上げたよさこい。。

山あげ会館前広場でイベント
ふるさと物産店やステージにぎわう

外国人観光客を案内外国人観光客を案内。。

　昨年から市民向けに始
まった「なすから英語塾」で
は、外国人観光客を歓迎し
ようと、祭期間中に山あげ
会館前観光案内所で、英語
塾の受講生たちが英語によ
る観光案内を行いました。
　これは、英語塾の実践研
修として実施したもので、
ユネスコ無形文化遺産への
登録も間近ということもあ
り、多くの外国人観光客が
訪れ、祭の歴史や開催場所
の確認などに利用しました。
　また、英語塾の受講生が英訳したポスターに興味津々の観光客英訳したポスターに興味津々の観光客。。

外国人観光客を歓迎！
なすから英語塾で祭を案内

市民の目線から制作した「那須烏山市のおすすめの場所や自然・食べ
物」を英訳したポスターを山あげ会館前案内所、中央交差点案内所、
山あげ会館内に展示しました。どのポスターも分かりやすく好評を
博しました。

山山あげあげ祭祭
ととぴっく

す  
とぴっ

くす


